
 
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

令和元年度契約監視委員会（第１回）議事録  
 
１．日 時  令和元年６月６日（木） １３：３０～１５：３０ 
２．場 所  農研機構 特別会議室 
３．出席者  高橋委員長、菊池委員、國井委員 
       中根委員、青田委員、柏原委員 
４．議 題 
  （１）農研機構からの報告・提案 
    ① 前回委員会での要請に対する報告       

        ② 「独立行政法人における調達等合理化計画の取組の推進について」（平成 27年    

     5月 25日総務大臣決定）に基づく調達等合理化計画及び自己評価の点検につい    

     て 

・ 平成３０年度調達等合理化計画の自己評価の点検 

・ 令和元年度調達等合理化計画の点検 

    ③ 随意契約、一者応札・応募の点検数量について 

  （２）平成３０年度第４四半期に実施した契約案件の点検 
    ① 競争性のない随意契約（２６件）（平成３１年１月～平成３１年３月） 

    ② 一者応札・応募案件（２６７件）（平成３１年１月～平成３１年３月） 

  （３）その他 
５．議事概要 
   上記議題について事務局からの説明後、点検が行われた。主な内容は以下の通りであ

った。  
  （１）農研機構からの報告・提案 

① 前回委員会での要請に対する報告 
・特になしの旨報告した。 

    ②「独立行政法人における調達等合理化計画の取組の推進について」（平成 27年    

     5月 25日総務大臣決定）に基づく調達等合理化計画及び自己評価の点検につい    

 て 

・平成３０年度調達等合理化計画の自己評価及び令和元年度調達等合理化計画に 

 ついて、調達の現状と要因分析結果による自己評価の実施内容及び令和元年度 
 計画の評価指標について点検が行われた。 
＜平成３０年度調達等合理化計画の自己評価＞ 
・点検の結果、特段の意見はなかった。 
＜令和元年度調達等合理化計画＞ 
・点検の結果、特段の意見はなかった。 

  （２）平成３０年度第４四半期に実施した契約案件の点検 
① 競争性のない随意契約 
・競争性のない随意契約について点検が行われ、随意契約審査委員会議事録からは、



随意契約とした理由が妥当であると解釈できない事案について、後日、確認の上、

報告することとした。 
② 一者応札・応募案件 

    ・一者応札・一者応募に関して入札方法、不参加者へのアンケート調査、予定価格  
     の積算などに関し点検が行われた。 
    ・点検の結果、研究用試薬の単価契約については、総価ではなく各品目ごとの価格

で競争することを検討するべきではないかとの意見があった。 
    

以 上 


